






























札幌医学雑誌 第 87 巻 第 1 号（平成 31 年 3 月）掲載予定 
Doc URL  
DOI  





報 告 番 号 甲第 3001号 氏  名 榊原 醸 
 
 論文題名 














 研究方法   
未固定凍結靭帯標本の足関節(n=12)を用いて、正常、踵腓靭帯切離、踵腓靭帯再建（初期
固定張力 10N, 30N, 50N, 70N）の各条件で６自由度ロボットシステムによる関節力学試
験を行った。背屈 15°から底屈 30°までの他動底背屈運動を行い、その間の踵骨の３次
元的な変位量をキネマティクスとして記録し、同時に運動中に再建靭帯にかかる張力をフ
ォースゲージで連続的に記録した。また背屈 15°、0°、底屈 15°、底屈 30°における
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Effect of initial graft tension during calcaneofibular ligament 
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結果の要旨 
足関節外側靭帯再建術時の初期固定張力を検討した過去の報告はない。本研究は初期固定
張力が足関節のキネマティクスと制動性に及ぼす影響を、生体に近い条件の未固定凍結人
体標本を用い、ロボティックシステムによる正確な評価を行なった最初の報告である。過
去の報告では、徒手最大張力による足関節外側靭帯再建を行ったものが多いが、本研究の
結果から 30N以上での初期固定張力での踵腓靭帯再建では、正常足関節と比較して踵骨が
後方、外がえし、外旋方向へ変位し、さらに 50N以上の初期固定張力の再建では過制動が
生じるという結果が得られた。このことから過度な初期固定張力での踵腓靭帯再建では生
理的な足関節を再現できないため、踵腓靭帯再建時の初期固定張力は 30N未満で行うこと
が推奨されると考えられる。今回の知見は臨床に応用できると考えられる。 
以上の研究内容は博士（医学）の学位授与に値すると審査委員全員に認められた。 
 
